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〇
文
部
科
学
省
、
国
土
交
通
省

一

ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
並
び
に

ア
イ
ヌ
の
伝
統
等
に
関
す
る

知
識
の
普
及
及
び
啓
発
に
関

す
る
法
律
第
七
条
の
指
定
法

人
が
名
称
を
変
更
し
た
件

一
七

五

〇
文

化

庁

三
二

重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
を

管
理
す
べ
き
地
方
公
共
団
体

を
指
定
す
る
件

一
一

四

三
三

著
作
権
法
第
三
十
七
条
第
三

項
の
視
覚
障
害
者
等
の
た
め

の
複
製
又
は
自
動
公
衆
送
信

が
認
め
ら
れ
る
者
の
指
定
の

件

一
七

五

三
四

著
作
権
法
第
三
十
一
条
の
図

書
館
資
料
の
複
製
が
認
め
ら

れ
る
施
設
の
指
定
の
件

一
七

五

三
五

著
作
権
に
関
す
る
講
習
会
の

件

一
九
88

八

三
六

平
成
二
十
九
年
度
使
用
教
科

書
等
掲
載
補
償
金
額
を
定
め

る
件

二
六
93

一

三
七

平
成
二
十
九
年
度
使
用
教
科

用
拡
大
図
書
複
製
補
償
金
額

を
定
め
る
件

二
六
93

六

〇
厚
生
労
働
省

一
九
六

労
働
安
全
衛
生
法
第
五
十
七

条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
き
新
規
化
学
物
質
の
名
称

を
公
表
す
る
件

二

四

一
九
七

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性

を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推

進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
附
則

第
四
条
の
厚
生
労
働
大
臣
が

指
定
す
る
地
域
の
一
部
を
改

正
す
る
件

二
74
五
四

一
九
八

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症

の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
別
表
第

一
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労

働
大
臣
が
指
定
す
る
地
域
の

一
部
を
改
正
す
る
件

四

二

一
九
九

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行

規
則
第
四
十
八
条
の
四
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
く
認
定
を

受
け
た
講
習
の
実
施
機
関
の

所
在
地
を
変
更
し
た
件

四

二

二
〇
〇

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行

規
則
第
四
十
八
条
の
十
七
第

一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の

規
定
に
基
づ
く
指
定
を
受
け

た
講
習
の
実
施
機
関
の
所
在

地
を
変
更
し
た
件

四

三

二
〇
一

平
成
八
年
厚
生
省
告
示
第
八

十
七
号
の
一
部
を
改
正
す
る

件

四

三

二
〇
二

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
四

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
検
定
を
要
す
る
も
の
と

し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定

す
る
医
薬
品
等
の
一
部
を
改

正
す
る
件

一
〇
80
一
三

二
〇
三

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
第
十
二
条
第
一
項
の
登

録
を
受
け
た
試
験
検
査
機
関

が
試
験
検
査
の
業
務
の
全
部

を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が

あ
っ
た
旨
を
公
示
す
る
件

一
六

六

二
〇
四

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行

規
則
第
四
十
八
条
の
四
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
講
習
を

認
定
し
た
件

一
六
85
二
一

二
〇
五

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行

規
則
第
四
十
八
条
の
十
七
第

一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の

規
定
に
基
づ
き
講
習
を
指
定

し
た
件

一
六
85
二
一

二
〇
六

使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬
価
基

準
）
及
び
療
担
規
則
及
び
薬

担
規
則
並
び
に
療
担
基
準
に

基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
掲
示
事
項
等
の
一
部
を

改
正
す
る
告
示

一
七
86
一
〇

二
〇
七

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
傷

病
名
、
手
術
、
処
置
等
及
び

定
義
副
傷
病
名
及
び
厚
生
労

働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の

病
棟
に
お
け
る
療
養
に
要
す

る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
第

一
項
第
五
号
の
規
定
に
基
づ

き
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定

め
る
者
の
一
部
を
改
正
す
る

告
示

一
七
86
一
三

二
〇
八

結
核
医
療
の
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
件

一
八
87
二
五

二
〇
九

補
助
事
業
等
に
よ
り
取
得

し
、
又
は
効
用
の
増
加
し
た

財
産
の
処
分
制
限
期
間
の
一

部
を
改
正
す
る
件

一
八
87
二
六

二
一
〇

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行

規
則
第
四
十
八
条
の
十
七
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ

く
指
定
を
受
け
た
講
習
の
時

間
を
変
更
し
た
件

一
九

四

二
一
一

障
害
者
雇
用
対
策
基
本
方
針

の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
〇

五

二
一
二

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る

在
宅
就
業
支
援
団
体
の
代
表

者
の
氏
名
を
変
更
し
た
件

二
〇

五

二
一
三

作
業
環
境
測
定
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
〇

五

二
一
四

防
じ
ん
マ
ス
ク
の
規
格
の
一

部
を
改
正
す
る
件

二
五
92
一
九

二
一
五

中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
施

行
令
第
十
五
条
第
五
項
の
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
利
率

を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
七

六

二
一
六

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
第
六

条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
指

定
保
育
士
養
成
施
設
の
修
業

教
科
目
及
び
単
位
数
並
び
に

履
修
方
法
の
一
部
を
改
正
す

る
件

二
七
94
一
四

二
一
七

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

病
院
の
病
棟
並
び
に
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
病
院
、
基

礎
係
数
、機
能
評
価
係
数
Ⅰ
、

機
能
評
価
係
数
Ⅱ
及
び
激
変

緩
和
係
数
の
一
部
を
改
正
す

る
件

二
七
94
一
五

〇
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省

七

食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の

高
度
化
に
関
す
る
臨
時
措
置

法
に
基
づ
く
事
務
所
の
所
在

地
の
変
更
の
件

五

三

八

食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の

高
度
化
に
関
す
る
臨
時
措
置

法
に
基
づ
く
認
定
業
務
規
程

の
変
更
の
認
可
の
件

五

三

〇
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
、

環

境

省

七

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造

等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第

十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
監

視
化
学
物
質
の
指
定
を
取
り

消
し
た
件

二

四

八

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造

等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第

二
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
化
学
物
質
を
監
視
化
学
物

質
と
し
て
指
定
し
た
件

二

四

九

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造

等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第

二
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ

き
化
学
物
質
を
優
先
評
価
化

学
物
質
と
し
て
指
定
し
た
件

二

四


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